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乗員検知システムおよびリバース動作システム（ROS） 
乗員検知およびリバース動作システムが正常に作動するか確認してください。トラクターが、以下に

記述されているように機能しない場合は、直ちに問題箇所を修理してください。 

• ブレーキ／クラッチペダルが完全に踏み込まれ、アタッチメントクラッチスイッチが切り離し位置に

なっていない限り、エンジンは始動しない機構になっています。 

 

乗員検知システムの点検 

• エンジンが作動しているときに、パーキングブレーキを掛けずに作業者がシートを離れようとする

と、エンジンが停止しなければなりません。 

• エンジンが作動してアタッチメントクラッチが接続されているときに、作業者がシートを離れようとす

ると、エンジンが停止しなければなりません。 

• 作業者がシートに座っていない場合は、アタッチメントクラッチが絶対に作動しないはずです。 

 
 

リバース動作システム(ROS)の点検 

• イグニッションスイッチがエンジン「ON」位置になっている状態でエンジンが作動し、アタッチメント

クラッチが接続されているときは、作業者がシフトをリバースに入れようとすると、エンジンが停止

しなければなりません。 

• イグニッションスイッチが ROS「ON」位置になっている状態でエンジンが作動し、アタッチメントクラ

ッチが接続されているときは、作業者がシフトをリバースに入れても、エンジンが停止してはいけ

ません。 

 

 

ブレード 
良い刈り具合を得るにはブレードの切れ味が良くなくてはなりません。ブレードは、やすりや研削ディ

スクを使って研ぐことができます。 

注：バランスを取るために、両方のブレードを同じように研ぐことが大変重要です。 

 

 

ブレードのお手入れ 
重要：お手元のブレードは左右同じものではありませんので、該当のブレードを正しい側に取り付け

るようにしてください。部品を正しく取り付けるために、左右同時に作業を行わず、1 枚ずつブレード

のお手入れをするようお勧めします。 
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右ねじボルト付き五芒星型ブレード 左ねじボルト付き六芒星型ブレード 

 

 

1. 右ねじ六角ボルト 

2. ロックワッシャー 

3. 平ワッシャー 

4. ブレード 

5. 五芒星型中心穴 

6. 五芒星形状部 

7. 後縁部 

8. マンドレルアセンブリー 
 

五芒星型ブレード 
このブレードの中心部は五芒星型になっています。このブレードに取り付けるボルトは、通常右ねじ

になっており、反時計方向に回すと緩み、時計方向に回すと締まるようになっています。 
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1. 左ねじ六角ボルト 

2. ロックワッシャー 

3. 平ワッシャー 

4. ブレード 

5. 六芒星型中心穴 

6. 六芒星形状部 

7. 後縁部 

8. マンドレルアセンブリー 
 

六芒星型ブレード 
このブレードの中心部は六芒星型になっています。このブレードに取り付けるボルトは左ねじになっ

ており、時計方向に回すと緩み、反時計方向に回すと締まるようになっています。 

 

最も良い刈り具合を得るには、芝刈装置のブレードの切れ味を良くしておかなければなりません。曲

がったり損傷しているブレードは交換してください。 

ブレードの交換 

• 芝刈装置を最も高い位置にして、ブレードに手が届くようにします。 

• ブレードを固定している六角ボルト、ロックワッシャーおよび平ワッシャーを取り外します。 

• 新品のまたは研ぎ直したブレードを、図に示すように後縁の反った部分がデッキ側に近くなる方向

にして取り付けます。 

重要：正しく組み付けるために、ブレードの中心穴をマンドレルアセンブリーの星型部に合わせてくだ

さい。 

• 六角ボルト、ロックワッシャーおよび平ワッシャーを再び取り付けます。 

• ボルトをしっかり締め付けてください。（トルク値：37～47 Nm） 

重要：ブレードのボルトの等級は 8 で、熱処理されたものです。 

 

 

カッティングユニットの分解 
機械の右側から作業を行ってください。 

1. エンジンプーリー（1）からベルトを取り外し

ます。 

2. リヤリテーナースプリング（2）を取り外し、ハ

ンマーでアクスルタップを叩きます。 

3. リテーナースプリング（3）、（4）、（5）および

アクスルを取り外します。 

4. カッティングユニット昇降レバーを後方へ引

きます。 

5. 機械からカッティングユニットを引き抜きま

す。 
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カッティングユニットの組み付け 
• 機械の下にカッティングユニットを押し込みます。 

• 分解手順とは逆の手順で組み付けます。 

 

カッティングユニット用ドライブベルトの交換 
1 上述のようにカッティングユニットを分解し

ます。 

2 ユニットの左側のプーリーからベルトを外

し、その後、他のホイールからも外します。 

3. カッティングユニットからベルトを引き離し

ます。 

4. 逆の手順で新しいベルトを取り付けます。

すべてのベルトガイド内にベルトが収まっ

ていることを確認してください。 

 
  

(1) 芝刈機の下端 

(2) リフトリンク調整ナット 

 
  

水平の調整 
• 芝刈機を最高位置まで上昇させます。 

• 芝刈機の両側の中間点で、芝刈機の下端から地面までの距離を測定します。距離「A」が同じで

あるか、差が 6 mm（1/4 インチ）以内である必要があります。 

• 調節が必要な場合、芝刈機の片側のみで調節を行います。 

• 芝刈機の片側を上げるには、そちら側にあるリフトリンク調整ナットを締めます。 

• 芝刈機の片側を下げるには、そちら側にあるリフトリンク調整ナットを緩めます。 

注：ナットを 3 回転させると、芝刈機の高さが約 1/8 インチ（3.17 mm）変わります。 

• 調整後、再び測定値を確認します。 
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カッティングユニットの調整 
A. 進行方向にて 

1. 4 つのタイヤすべてにおいて、空気圧が正

常であることを確認してください。 

2. 機械が水平面にあることを確認してくださ

い。 

3. カッティングユニットを最高位置まで上昇さ

せます。 

4. 距離 A および B を測定します。 

 

 

  

最も良い刈り具合を得るには、カッティングユ

ニットの前縁（B）を後縁（A）よりも 0.375 イン

チ（10 mm）下げるようにしてください。後縁を

上げるには、次の手順に従って行ってくださ

い。 

1. 左右両方のレバーにあるナット（1）を緩め

ます。 

2. 両方のレバーで、ナット（2）を同じ回数だけ

ねじ込みます。 

3. 距離 A を正しく調整できたら、ナット（1）を

使って設定を固定します。 

 

 

  

ブレーキを確認するには 
水平で乾燥したコンクリート面または舗装面上を、最も高いギアで、最高速度で走行しているトラクタ

ーが停止するために 5 フィート（1.5 m）以上必要とする場合、ブレーキの整備が必要です。 

ブレーキの確認は、次の方法で行うこともできます。 

1. 水平で乾燥したコンクリート面または舗装面にトラクターを駐車し、ブレーキペダルを一番下まで

踏み込み、パーキングブレーキを掛けます。 

2. フリーホイールコントロールを「トランスミッション切り離し」位置にして、トランスミッションを切り離

します。フリーホイールコントロールをスロットから引き出して押し入れると、フリーホイールコント

ロールが解除され、切り離し位置に保持されます。 

トラクターを手で前方に押してみると、後輪がロックして滑る必要があります。後輪が回転する場合

は、ブレーキの整備が必要です。認定サービスセンターまでお問い合わせください。 
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ドライブベルトの交換 
1. 上述のようにカッティングユニットを分解し

ます。 

2. 電気接続部（1）につながっているケーブル

の接触部を外します。 

3. クラッチの動作制御装置（2）を分解しま

す。 

4. パーキングブレーキを掛け、プーリー（3）

およびクラッチプーリー（4）からベルトを上

方向に外します。 

5. 2 つのファンブレード間のベルトを押し上

げ、ベルトが緩むまでファンを時計方向に

回します（5）。 

6. エンジンプーリー（6）からベルトを外しま

す。 
 

 

分解の逆の手順で組み付けます。すべてのベルトガイド内にベルトが収まっていることを確認してく

ださい。交換時は、純正のベルトのみを使用してください。 

 

トランスアクスル動作コントロールレバーニュートラル調整 
動作コントロールレバーは、工場にて事前に設定が行われており、調整は不要です。 

1. 動作コントロールレバー 

2. ニュートラルロックゲート 

3. 調整ボルト 

 
• 右後輪の前にある調整ボルトを緩め、軽く締めます。 

• エンジンを始動し、トラクターが前進／後退しなくなるまで動作コントロールレバーを動かします。 

• 動作コントロールレバーをその位置で保持し、エンジンを停止します。 

• 動作コントロールレバーをその位置に保持しながら、調整ボルトを緩めます。 

• 動作コントロールレバーを N 位置（ロックゲート）にします。 

• 調整ボルトをしっかり締め付けます。 

注：調整ボルトを回すためにより広いすき間が必要な場合は、芝刈装置のデッキ高さを一番低くしま

す。 
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上記調整後、動作コントロールレバーがN位置にあってもトラクターがまだ前後にゆっくり動きだす場

合は、次の手順を行ってください。 

• 調整ボルトを緩めます。 

• 動作コントロールレバーを、動き出す方向に 1/4～1/2 インチ（6.4～12.7 mm）動かしてください。 

• 調整ボルトをしっかり締め付けます。 

• エンジンを始動してテストを行ってください。 

• まだトラクターが動き出す場合は、動かなくなるまで上記手順を繰り返します。 

 

 

トランスアクスルの冷却 
冷却性能を確保するため、トランスミッションのファンおよび冷却フィンを常に清潔に保ってください。 

エンジンが作動している間やトランスミッションが高温になっている間は、ファンやトランスミッションの

清掃を行わないでください。 

• 冷却ファンを点検し、ファンブレードが清潔で損傷していないか確認します。 

• 冷却フィンを点検し、汚れ、刈られた芝、異物がないか確認します。 

 

トランスアクスルポンプ作動液 

トランスアクスルは工場で密封されており、作動液のメンテナンスは不要になっています。トランスア

クスルに漏れがあったり整備が必要な場合は、最寄りの認定サービスセンターまでお問い合わせく

ださい。 

 

整備警告灯/時間計 
整備警告灯は、エンジンの総運転時間を表示し、エンジンや芝刈機の整備が必要になると点滅しま

す。整備が必要な場合、整備警告灯が 2 時間点滅します。エンジンと芝刈機の整備を行うには、本

マニュアルのメンテナンスに関する項を参照してください。 

注：整備警告灯は、イグニッションキーが「STOP」以外の位置にあるときに作動します。正確な数値

を得るために、エンジンが作動していないときはキーを「STOP」位置に設定するようにしてください。 
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7  トラブルシューティング 
 

エンジンが始動しない 
1. 燃料タンクに燃料がない 

2. 点火プラグに問題がある 

3. 点火プラグの接続不良 

4. キャリブレーターまたは燃料パイプが汚れている 

 

スターターモーターがエンジンを動かそうとしない 
1. バッテリーが上がっている 

2. ケーブルとバッテリー電極間の接触不良 

3. 接続／切り離し位置が正しくない 

4. メインヒューズに問題がある 

5. イグニッションロックに問題がある 

6. ブレーキ／クラッチペダルの安全装置の接触部に問題がある 

7. ブレーキ／クラッチペダルを踏み込めない 

 

エンジンの作動が安定しない 
1. ギアが高すぎる 

2. 点火プラグに問題がある 

3. キャリブレーターが正しく取り付けられていない 

4. エアフィルターが詰まっている 

5. 燃料タンクの通気口が詰まっている 

6. イグニッションの設定に問題がある 

7. 燃料パイプが汚れている 

 

エンジンの出力が弱い 
1. エアフィルターが詰まっている 

2. 点火プラグに問題がある 

3. キャリブレーターまたは燃料パイプが汚れている 

4. キャリブレーターが正しく取り付けられていない 

 

エンジンがオーバーヒートする 
1. エンジンに負荷が掛かりすぎている 

2. 吸気口が詰まっているまたは冷却フィンの動きが妨げられている 

3. ファンが損傷している 

4. エンジンオイルが少なすぎるかなくなっている 

5. イグニッションの設定に問題がある 

6. 点火プラグに問題がある 
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バッテリーを充電できない 
1. ヒューズに問題がある 

2. 1 つ以上のセルに問題がある 

3. ケーブルとバッテリー電極間の接触不良 

 

ライトが点灯しない 
1. 電球に問題がある 

2. スイッチに問題がある 

3. ケーブルがショートしている 

 

機械が振動する 
1. ブレードが緩んでいる 

2. エンジンが緩んでいる 

3. 損傷やブレードを研いだ後にバランスが崩れたことにより、片側または両側のブレードのバラン

スが崩れている 

 

刈り具合が均一にならない 
1. ブレードが鈍っている 

2. カッティングユニットがねじれている 

3. 芝が長いか濡れている 

4. 芝がカバーの下に絡まっている 

5. 左右タイヤの空気圧が異なっている 

6. ギアが高すぎる 

7. ドライブベルトが滑っている 

 


	 安全規則

